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Table　2．　Effect　of 　B−vi 亡amins 　on 　the　pyruvic　ac孟d　production
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121 　 1111 　 1k22111 　　　　　　 　　　　 　Amount 　of　B − vitamins　added 　 to 　bas

　CZAPEK ，s　medium 　　 　　　
　

　　　　　　Bl ：VitaminBi ：25i％　

　　 Bi ：Biotin ： 0． 6r ％ 　　　　　　　　　　 　　PA：Ga −patothenate：50r％ 　　

In ：Inositol ； 2．5mg ％ 　　　　　　　　　　　Organism

∠ lsp・ or γζ ae 　sL 　No ．

　（ii） PA 添 加 で
は 菌体 量 が 多い． 　（ iii ） In に はB 、 と近 似 の 効果 が 認 め られ

が， 　Bi の 効 果 は 特 に認 めら れな か つ た ， 　 終 りに の ぞ み発 表 を 許 可さ れ た北 川本 家 社長 北 川貞次

氏ならび に 加賀 山 孝 氏te御 礼申し上 げ ま す ． 　 （ 本 稿 の 一 部 は 昭和

年10 月の大阪囈造学会において発表した）． 　　　　　

　　　　 　　　　 　 　 　 　　　　丈　　　　 　献 1）　市J ［ ［，安藤： 本 誌， 36 ，
215

（ 1958）．　　　2 ）　北原： 本 誌，29

326 （
1951

）
．　　　3 ）　 北原 ：醗醗工業 の展望 ，1952 ，P68 、　　 　4）JAcKsoN，　w・FosTER ： chemical

　activities 　

　 Fungi ，1949 ，　P ・316．　　5 ） 福 井 ， 谷 ： 本 誌 ， 29 ， 326 （ 1951），　　　　

　　　　　　　 　 　 　 　
（

昭和
33

・12・6受理） 清

醸造 工程におけ る 1 ’ yi ’ uvic　acidの消長

（第3報）　翫および醪 中の Pyruvic 　acid 　　　　 　　

　　　市　川　邦　介（ 京 都 市 工芸 指 導 所 es 醗研究
） 　

　　　　　　 　　 安 藤 孝 雄（株 式 会 社北 川 本 家 ） 　　　‘ 　清 酒醸造 工 程にわけ るPyruvic 　 acid （ Py ． 　a ． ） の消長

Vitamin 　Bl（Bl）との関 係 に お い て 観察せん とし， ま つSalicylaldehyde 法と イ オ ン交 換樹脂とを組 合

た Py ．　a ．定量 法を 設 定 し た1 ） ． 次 い で 麹菌 の各 種 菌 株 の 生 産 す る Py ・ a ・お よ びこれに影響をお よ ぼす

みられるビタミン類 に ついて検討 し
，麹

菌のPy ． 　a ・生産 がこれ と深い関 係を有すること を 報告 し た 2 ） ．

報では
清
酒酸 造 工 程 中 の Py ・ a・の消 長 を 翫 および酪 に つ いて 謝
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が ，
こ れ につ い て はす で に 大高

3）
， 猿野

，）
， 川 野氏

i）等の 報告がある．清酒醸造 は COtarboxylage の 点か らみ て

高度精白の 水洗米を使用した B
、 不足 の条件 に わ け る ア ル コ ー

ル 醗酵 と考え られ るの で，B
、 と Py・a ・の 関係をみ

る こ と を目的とし た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L 寞　験　方　法

　実験試料は 伏見地区の 3酒造工 場か ら採取 した．酥 と して は速醸翫，山廃配の 二 種 （原料仕込配合比率は標準

の 麹 2 ：蒸米 5 ： 汲水 6 で 原料米精白度 は麹米30％ ， 蒸 米28％ で あ る ）を， また醪と して は 速醸酥 ， 山廃酥使用

の 普通 醪 お よ び 速醸醜 　山廃翫使用 の 三増醪 の 四種 （原料仕込配合石 数 は 留即時に お い て 普通醪 の 場合 ， 酒母

2・6
， 麹4・0

， 蒸米 ILO
， 汲水 16・0

， 三増醪で は 酒母3，6，麹5．5
， 蒸米 15．5

， 汲水2L2 で あ り，原料米精白度 は 麹

米23〜25％ ・ 蒸米20％ で あ る）と し た．試料は 翫 あ るい は醪 を よ く攪拌 したの ち， 数 ケ所 よ り採取 しこ れ を混合
して そ の

一
部 を使用 し た．

　Py・a・定量 は採取試料を 濾紙 に て濾過 し，その適量 を イ ォ ン 交換樹脂 Amberlite　IRA −400　R −HCOs 型 で 処

理 した の ち Salicylaldehyde法に よ つ て
1）

，
　 BECKMAN 　spectrophotometer 　D ．U ．を用 い て測定した．

　B
・定量に は 試料を 1分間 Homogenizer に か け （20000r．P 皿 ．）そ の

一
定量を とつ て 濾 過 した の ち チ オ ク ロ

ー

ム 法に し たが つ て螢光度 より求め た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亅［．実　験　鰭 　果

Fig．’1．　Behavior　of 　pyruvic　ac三d　and 　vL 　BI　in　Sake−moto 　maLing ，

　（星）　ピ ル ビ ン 酸

　（a ）　翫 中の ピ ル ビ ン 酸

　第 1図 に示 す よ うに 阮 に お

け る Py．a．は ， 速醸酖 で は酖

立後 5 日間 は ほ とん どみ られ

な い が フ ク レ の 頃に 急激 に増

加 し ， 湧付 き頃最高に な る，

それ以後急 速 に減少 す るが ，

最高温度．翫 分けお よび 枯 し

期間中は徐々 に減少して ゆ く，

こ の 間に 新た な変化 はみ られ

な い ．山廃翫 で は 増 加 の 時期

が お くれて 13日 目か ら フ ク レ の 頃 に かけて や は り急速 に 増加し，速醸 翫 と同 じ く湧付 きの 頃に 最高量 に 達 して ，

以後急速 に 減少 し最高温 度 ， 翫 分 け か ら枯 し期間中もゆる や か に 減少を続け る，酥分けの時期が Py ．a．の 変勳の

小 さ くな つ tc頃 に行われ る こ とは 興味が あ る．

　Py・a・の 消長 に関し速醸翫 と山廃翫 との相違 は増加．減少の 速度が前者で はか な り速 く， 特に 湧付き休 み か ら

最高温度 の 時期に か けて の 減少 が大 きい ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b ） 醪中の ピル ビ ン 酸
B・vxP

・
・・・ … g・・　　　　　　　　　　　　　　 P、．　a
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−一一一一一F　BI
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Fig・2・脱 h・ vi 。・ ・f　py ・・ vl ・ acid ・・d ・it．B
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　i・ S・k嘶 … m 三嘸 k血9．

　 第 2図に 示す ご とく醪 に

お け る Py．a．は共通 して 7

〜9 日 目頃 ， い わ ゆ る高泡

の 時期が 最 も多 くそれ 以 後

は 日 数の 経過 と と もに 減少

す る．こ の こ とは 醪の 溶解

糖化が高泡の 頃に最 も盛ん

で あり少しお くれ て 落泡の

時 に ア ル コ
ール 発酵が 活発

に なる こ とと
一

致して い る．

初期の Py・a・は 初添か ら留

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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までの 僅か の 日数の 間 に 生成 され た もの もあ る が 多 くは 翫 か ら移行 しt もの で あ る とみ なす の が 適当で ある．
Py ・a・に 関 して 速醸酥 使用醪とれ 廃酥使用醪との 間 に は大 きい 相違が み られなかつ た．醪中の Py ・a，の 量か らは

速 醸酥 と 山廃配の 優劣を論ずる こ とは で きない ようで ある．

　（2）　ビ タ ミン Bl

　
B 、 の 酥 お よび 醪中の 経過を第 1

，
2 図に示 し た，B

、は Py．a．と全 く逆の経過を辿 つ た．初期の B旦 は原料米に 山

来す る もの と思 わ れ る．醪の 醗酵が は じま る と と もに B1 は 減少す るが ， ア ル コ ール 醗酵 の 最も盛ん な 落泡の こ ろ

は そ の 量 は最低 となつ て い る。酵母 は B
、 を合成 し，

B エ は酵母 に よつ て 菌体内に集積され るか ら酵母の 活動 の活濃

な 時 は 醪の 濾 液中で は B
、が減少した か の よ うに み える．これ 以 後 ，

12〜13日 目頃か ら増加 して ゆ くが こ れ は 後期
に 至 り酵母の一

部が 自己消化 の 現象に よつ て 菌体中の B
、が 醪 中に溶出 して きたた め と思われ る．

Pl．　a ．　Mt　x 　　　　　　　　　 （3 ）　ピ ル ビ ン 酸 と ビ タ ミ ン B
ユ との 関係

　 0　 　　 5　 　 　 P
　 　 　 　 　 　 　 ■　　甌 v 潔

F三g．3．Gorrelatio皿 diagram

　　between 　pyruvic　 acid

　 and 　 vit ．BI　 in　Sak6−

　 moromi 　 making ．

＆・a ・ng　sc

51
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Fig，4．

　Py・a・と B
、 との 相関関係を求 め た．両者の散布図を か くと第 3 図の ように な り，

明らか に 負の 相関が み られ る．こ れ を 計算に よつ て 求 め る と相関係数 r＝− O．676

とな り，r の 限界値 は r（n ＝17
♪

1％）＝O．575で あ るか ら 1％の 危険率 で有意差

が 認 め られ た．すなわち， Py・a．の 多い 時は B
、は 少 く，逆 に Py・a．の 少い 時 はB

且

が 多い とい う負の 相 関関係 を示 し　て い る．

　（4 ） ア ル コ ール 添加 ， 三 倍増醸，火入 お よ び貯蔵に よ る ピ ル ビ ン 酸の 変化

　こ れ ら醪中の Py・　a・の 量が ア ル コ
ール 添加 ， 三 増，火入 お よび 貯蔵 tCした が い

どの よ うに 変化 して ゆ くか を検村した．醪 に 調朱液を加えた 場含 keto　 acids が

増加す る とい う報告
i） が あ るが ， 本実験 で は第 4 図に 示 す よ うに ア ル コ

ール 添加

または三 増に よ り減 少 した．すなわ ら，ア ル コ ール 添 加 D 場 合忝加鴛 の 112〜213

量 に減 ♪ し（115とい う例外もあ つ た ），三 増に よつ て は 増．襞苅 の 114− 113に 滅少

し た．ア ル コ ール 添加 また は 三 増か ら上槽 ま で の 短期間に も減少 し た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 火 入 後 の 状 態 は ，
20日，

　　　 40日 ， 約 200 日後 に お い て

　　　 も Py．a．の 量 に大 きい 変化

醐 　は な く生酒 胴 噸 向を示

　　　 した．し か し約 1 ケ 年半後

2 に は ・ 生潔 お い て もとの

　　　 値（上 槽直後の 値）の 114〜

　　　 213に な つ て い る こ とか ら，

34

　　　　　
・・・・…

　
…・・

　pasteu聖
’ized

Behavior　of 　pyruvic　acld 　in　tlle　pasteurized 　a】1d

the　non 　pasteurized　Sake　during　storage ．

　僅 か な が らも分解作用 が 行

　 われ て い る とみ られ る．

　　 （5 ）　清酒中の ピ ル ビ ン

　　　　　酸

　　川野
5 ）

， 菓 山氏の 等 の 実

　験 で は 優良酒が並酒 よ りも
一

般 に Py．a．の 量が多い と さ

れ て い る．著者等 の実検 で も， 吟艘霞に 多い 頃 句を示 し た が，吟穣 酉ない し は優良酒が 必 らず し も多 い と は限 ら

なかつ た．清酒中の Py・a・の 多 少 は そ の 醪 の 醸 酵 の 経 過 状 態 に 帰すべ き間題 で あ つ て ， 中で もその 後半 の 経過が

最も直接の 原因 とな るよ うで あ る．後 半 ，
Py．a．の 減少率の 低 い よ うな 経 過 を た ど る 醪は （Py．a．の 最 高 量 は正 常

な 醪に お い て は大差 が ない と考え られ る）B ， との 関係か らみ て 高精白度米 を使用 した 吟醸型 の 醪あ るい は溶解糖

化に 対 して ア ル コ ー
ル 酸警 の 十分庠わない 型 の 醪 が予想 され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 口、要　　　　　約

溝酒配お よび醪製造中の Py・a・お よびB， の 消長を 観察した．　 Py 乱 は速離馳 山廃航 ともに プ ク レ の頃か ら急

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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激 に 増加し， 湧付 きの 頃に お い て最高とな り， その 濃度は α 15％に も達 した．両者の 間に は基本的 な相違 は な い

が 山廃配 は 速醸醜 に 比 しそ の 経 過 の度合が緩や か で あつ tt．醪に お い て は 高泡 の 頃に 最高 ic達 し ， その 濃度は約

0．08％に なっ た．以後漸減して ，
ア ル コ ール 添加 ，

三 増等icより更 に 減 少 した．

　B 、 は翫 お よび 醪 ともに Py・a、と は全 く逆の 経過をた どつ た．こ の 両者の 間に は 玉％有意水準で 負の 椙関が認め

られ た．

　火入酒， 生酒 ともに火入後あるい はその 時期か ら約 200日間は ほ とんど Py ，a ，の 変化 は認 め られ な か つ たが ，

約 1 ケ年半経過した生酒で は若干 の 減少を示 し t．

　終 りに の ぞ み 発 表 を 許 可 き れ た 北 川 本 家 社 長 北 川 貞 次 郎 氏 な らび に 加賀山 孝氏 に 御 礼 申 し 上 げま す．ま た ， 試

料 の 提供 に あ つ か つ た 株式会社 山本本 家 下 tli光男 氏 ， 山本辰 右 衛 門商店藤之木昭二 郎氏 に 深 謝 い t： しま す．

　（本稿の
一

部 は 昭和32年 11月の 大阪醸造学会 に お い て 発 表 した）．
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清酒溷濁物質 の 検討 （1）ア 〜レ コ ー ・レ添加 と白ぼけ発現性の 梧関性に 就て

高　橋 嶂 ・能　　勢　　惟　一　　（東亜 酒造株式会祉研究室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　ア ル コ
ー一一

ル 添加醸造法 と白ぼ け発
．
現 の相関性即ち両者の 間に 何等か の 関連 が 存在す るの で は な か ろ うか と云 う

疑 い は 早 くか ら持 た れ て い た が，只漠然 とア ル コ
ー

ル 添 加 を 行 う様 に な つ て か ら白ぼ け現 象が多く見 受 け られ る

と云 う程度で あ り， 其の 聞に 関連性 を持 た す 可 き明確 な根拠 を 見出す こ とが出来な い ままに あ る．例 え ば林 辺 氏

1） は ア ル 添の 時期 と醪 俵熟期間の 閧係を調べ これ との関連性を 見出 さ さんと試 み て お り， 又昨年来 の 蛋白溷濁研

究会
S）

で もア ル 添 を実施 す る 様 に な つ た戦 後 と然 ら ざる戦前 の 溷濁の 比較差 の 問題等が討議 され たが，何れも両

者の 相関性 につ い て は結論 が得 られ て い ない 状態で あ る．先般杉田氏
e） は溷 濁 生 成 と火 入条件 の 関係にっ い て報

告 し其 の 澄明度指数 の 変化が ア ル コ ール 濃度 と略 々 平行的な 関係 に あ る点を認 め ， 生因 と ア ル コ
ール 濃度の 関係

の 重要性を再認識す 可 き点 を指摘 して い る が 根拠 とな る 可 き理 由 が 明確 で な く想 豫の 域 を 出ない．著者O は先年

白ぼけの 生因に つ い て言及 し た際 ， 其の 原因 として ア ル コ ール 添加 に依 り醪中の ア ル コ ール 濃度 が 増加 し た場

合，
こ の こ とが 醪中の 醸造微生物か らの 含 N 一

化合物の 溶出を促 し後 に火 入 操作に依 つ て溷 濁物質 とな る 可 き母

体を 生 じ た もの で あ ら うと し たが，其 の 後 生酒 の 放置 状態 に於 る其の 組成変化 と白ぼ け発現性の 消長を調べ た結

果 ， 或は ア ル コ
ー

ル 濃度の異る溶液中に 於 る米麹 Protease　activity の 変化等 の こ とか ら前記の こ とは別個な理

由に 基 くア ル コ ール 濃度 と白ぼ け発現 の 相互 関連性 が 存在す る可能性を 認め たの で之等に 就て報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験 並 び に 考 瘉

　 1）生酒中の 酵素作用 とア ル コ ール 濃度 に つ い て

　圧 鵬 お り引 ， 濾 過 を終 了 した 生 酒 中 に は ま だ失活 し な い 諸酵素が存在す る か ら当然それ等の 作 用が僅かなが

らで も行わ れ て い る と考え な けれ ばな らな い ．生清酒 5 例を採 り常温 に 90 日 間放置 した場合何れ も僅か な が ら還

元 糖 と フ ォ ル モ ール 値の 増加 が 認め られ た （第 1 表）．又 同一生 酒 を同量用い て 之に ア ル コ ール 及 び 水 を加 え ア ル

コ
ール 濃度を 18

，
20

，
22，24，26各％の 如 く変化調製し， 之等を室温 に 放 置 した 場合に は何れ もア ル コ

ール 潰度

が 増加 して くるに 伴つ て 還元糖 と フ ォ ル モ ール 値 の 増加度合が 少 くな つ て い る こ とが 認 め られ た （第 2表 ， 第 3

表）．

　こ の 様 な こ とか ら生酒中で の 酵素作用は ア ル コ ール 濃度に 支配 されて い る と老えて 然 る可 きで あ る．一方含 N ・

化合物の 分 解程度に つ い て Dowex −50分子 ふ るい
s）
を 用い 生酒放置後の 状態を調べ た 結果想像通 りア ル コ ール 18

％の ものの方が26％の もの よ り分解が進行して い る ζ と， 又其 の 他の もの も， 順次段階的な結果を示して お リア
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